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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 14日 (2006.6.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム は 、 透 明 樹 脂 基 材 （ Ａ ） と 、 特 定 の 有 機 樹 脂 層 （ Ｂ ） と 、
無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） と が 、 （ Ａ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ の 順 の 積 層 構 造 を 有 し て い る 。 上 記 （ Ａ
） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ の 順 の 積 層 構 造 を 有 し て い れ ば 、 透 明 樹 脂 基 材 （ Ａ ） 、 特 定 の 有 機 樹
脂 層 （ Ｂ ） 、 無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） は 、 ２ 層 以 上 含 ま れ て い て も 良 い 。 例 え ば 、 有 機 樹 脂 層 （
Ｂ ） と 無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） と は 必 要 に 応 じ て 二 層 以 上 交 互 に 積 層 さ れ て い て も よ い し 、 基 材
（ Ａ ） 、 有 機 樹 脂 層 （ Ｂ ） 、 無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） を 含 む フ ィ ル ム を ２ 枚 以 上 、 例 え ば 、 粘 着
剤 層 （ Ｄ ） を 介 し て 積 層 さ せ て も 良 い 。 ま た 、 本 発 明 の ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム は 、 本 発 明 の
目 的 に 反 し な い 範 囲 で 、 基 材 （ Ａ ） 、 有 機 樹 脂 層 （ Ｂ ） 、 無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） 以 外 の 層 を 含
ん で い て も 良 い 。 こ の 様 な 層 と し て は 、 帯 電 防 止 層 、 調 光 層 、 表 面 保 護 層 、 防 汚 層 、 耐 溶
剤 、 光 取 り 出 し 効 率 向 上 層 な ど の 機 能 透 明 層 （ Ｅ ） が 挙 げ ら れ る 。 尚 、 本 発 明 に お い て は
、 粘 着 材 層 と は 接 着 材 層 の 意 を 含 む こ と が あ る 。
　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ＜ 粘 着 剤 層 （ Ｄ ） ＞
本 発 明 に お い て 、 必 要 に 応 じ て 用 い る こ と が 出 来 る 粘 着 剤 層 （ Ｄ ） は 、 （ Ａ
） に 有 機 樹 脂 層 （ Ｂ ） 、 無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） を 積 層 し た 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム を 複 数 枚 貼

）
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り 合 せ た り 、 （ Ａ ） 、 有 機 樹 脂 層 （ Ｂ ） 、 無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） の 他 に 後 述 す る
機 能 性 透 明 層 （ Ｅ ） を 積 層 す る 場 合 等 に 、 必 要 に 応 じ て 用 い ら れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム は 、 本 発 明 の 目 的 の 範 囲 で あ れ ば 、 上 記 の ３ 種
３ 層 構 造 で あ る 必 要 は な く 、 （ Ａ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ ） の 順 と な る 組 合 せ が 存 在 す れ ば 、 よ
り 多 層 の 積 層 構 造 で あ っ て も 構 わ な い 。 例 え ば （ Ａ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ ）
の よ う に 有 機 樹 脂 層 、 無 機 薄 膜 層 を 二 層 ず つ 交 互 に 積 層 す る こ と も 可 能 で あ る し 、 粘 着 剤
層 （ Ｄ ） を 用 い て （ Ａ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ ） ／ （ Ｄ ） ／ （ Ａ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ ） の よ う に 二
枚 以 上 の 透 明 ガ ス バ リ ア フ ィ ル ム を 貼 り 合 せ て も よ い 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 機 能 性 透 明 層
（ Ｅ ） を 直 接 、 ま た は 粘 着 剤 層 （ Ｄ ） を 介 し て 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 場 合 、 各
層 で 使 用 さ れ る 有 機 樹 脂 層 （ Ｂ ） や 無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） は 同 じ 物 質 、 同 じ 膜 厚 で な く て も 構
わ な い 。 例 え ば 、 無 機 薄 膜 層 と し て 構 造 の 異 な る （ Ｃ １ ） 、 （ Ｃ ２ ） を 用 い 、 （ Ａ ） ／ （
Ｂ ） ／ （ Ｃ １ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ １ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ ２ ） や 、 （ Ａ ） ／ （ Ｂ ） ／ （ Ｃ １ ） ／
（ Ｃ ２ ） の よ う な ４ 層 以 上 の 積 層 構 造 の フ ィ ル ム と す る こ と も で き る 。 こ の 際 、 （ Ｃ １ ）
と し て イ ン ジ ウ ム 酸 化 物 、 窒 化 珪 素 、 酸 化 窒 化 珪 素 等 の ガ ス バ リ ア 能 に 優 れ た 緻 密 な 膜 を
形 成 し 、 （ Ｃ ２ ） と し て は Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 導 電 性 に 優 れ た 膜 を 形 成 す る こ と で 、 非 常 に 高 い ガ
ス バ リ ア 性 を 有 す る 透 明 電 極 と し て と す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 基 材 （ Ａ ）
、 有 機 樹 脂 層 （ Ｂ ） 、 無 機 薄 膜 層 （ Ｃ ） の そ れ ぞ れ の 層 の 屈 折 率 を 制 御 す る こ と に よ っ て
反 射 防 止 性 能 を 付 与 す る こ と も 可 能 で あ る 。 た だ し 、 層 数 が 増 加 す る こ と で 製 造 コ ス ト が
高 く な っ た り 、 透 明 性 、 色 、 反 射 等 の 性 能 の 制 御 、 歩 留 ま り の 保 持 等 が 困 難 に な る こ と が
あ る の で 、 各 層 の 層 数 の 上 限 は 、 好 ま し く は 10層 以 下 、 よ り 好 ま し く は 7層 以 下 で あ る 。
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